
シンガポールでの取り組みとコロナの状況 

シンガポール有名バーでの Sake カクテルのグランドメニュー化について 

 ここシンガポールには数多くの有名バーがあります。老舗ラッフルズホテル内にあ

るロングバー、地上 63階シンガポール随一の高さにあるワンアルティチュード、マリ

ーナベイサンズの最上階にあるセラヴィなどは様々な旅行ガイドブックにも掲載され

ているので、耳にしたことのある方も多いのではないでしょうか。加えて、アジアに

あるバーのうち最高峰の 50店舗を選出する「アジアのベストバー2021」において堂々

2位にランクインした Jigger& Pony さんも有名なのですが、この度、石川県の酒蔵の

酒粕を使った Jigger & Pony 特製オリジナルカクテルがグランドメニュー化されまし

た。 

  このバーと本県が巡り合ったきっかけは、以前、他道県と連携した自治体コラボ企

画として、レストランでの日本酒飲み比べを実施しましたが、当該企画終了後も県産

品の営業を行なっていた中でのことです。残念ながらこのバーでは、日本酒そのもの

の販売はしていないため、取り扱いいただけませんでしたが、コミュニケーションを

とる中で酒粕を使ったカクテルは面白いのではないかという話になり、商品開発をし

ていただくこととなったのです。 

私も完成したカクテルをテイスティングさせていただきましたが、グラスを顔に近

づけると日本酒の芳醇な香りがしたので、味も日本酒を強く感じられるのかと思った

のですが、甘めの味で、アルコール度数は低めとなっており、アルコールに弱い方で

もとても飲みやすいカクテルとなっていました。バーテンダーからは「ローカルの女

性に大変好評で、お店で１、２を争う売れ行き。あまりの美味しさに２杯以上注文す

る人もいる」と嬉しい報告もいただきました。（先述のとおり、このバーでは日本酒

そのものの提供を行っていませんが）こうした有名バーと連携した取り組みを通じて

日本酒や石川県の PRを行い、大手シンガポール ECサイトや 10月オープン予定のアン

テナショップでの販売に繋げてまいりたいと考えております。 

 



 

 

シンガポールでのワクチン接種状況と今後の展望 

シンガポールでは、5月にクラスターが発生したことから店内飲食禁止等の規制強

化がなされましたが、その後、クラスターの抑え込みに成功していたことから、6月

21 日から 2人までの店内飲食が再開され、7月 12 日からは人数制限が緩和され、2人

から 5人に拡大されました。なお、緩和と同時に飲食店の従業員は 14日ごとに簡易検

査キットを使用したコロナ検査が義務化されたほか、政府監視員による飲食店などへ

の巡回も継続されております。そうした中、制限人数を超える人数での飲食を許容し

ていたり、入店時の検温を怠っていた 8店舗に 10日間の営業停止処分を、グループ間

の間隔を 1m以上確保していなかったほか、店内で音楽を流すなど禁止行為を行なって

いた 13店舗には約 8万円の罰金が科されました。あわせて許容人数を超えて飲食した

個人（お客）には約 2万 4千円の罰金を科すなど、感染者数を抑える取り締まりを強

化・継続しています。 

しかしながら、残念なことに、緩和直後に国内最大のクラスターが発生したため、7

月 19 日から飲食店の店内飲食可能人数が 5人→2人へと規制強化され、また、新規感

染者数が昨年 8月以来 11ヶ月ぶりの高水準になったことから、3日後の 7月 22 日か



ら更に一段階規制強化され、フェーズ 3高度警戒からフェーズ 2高度警戒に変更とな

りました。これにより人の集まりは 2人まで、飲食店の店内飲食が禁止となりました

（図 1参照）。8月 18 日までの 4週間とアナウンスされていますが、状況に応じて延

長や更なる強化もあるのではないかと危惧しております。 

 

 他方、感染拡大が深刻化するタイでは、首都バンコクを含む 10都県で 7月 12 日か

らロックダウンの措置が取られ、同月 20日から規制対象を 13道県に拡大しました。

規制内容は、午後 9時から翌日午前 4時の外出を原則禁止、さらに首都バンコクを含

む一部の地域では、飲食店の営業時間を午後 8時まで、店内飲食や酒類の提供も引き

続き禁止とされています。ベトナムでも、南部ホーチミン市の感染拡大が著しく、7

月 9日からロックダウンの措置が取られ、同月 19日より規制対象を南部 19省市に拡

大したと報告を受けています。そしてインドネシア政府発表によると、7月 14 日の新

規感染者は 5万人を超え、その日の世界の新規感染者のおおよそ 10％を占めていま

す。 

十分と思われる感染対策を施していても感染してしまった例、感染ルートに心当た

りのない例も増えていると聞いておりますので、感染予防・健康管理・接触回避につ

いては、どれほどしてもしすぎることはないと思います。これからも引き続きお気を

つけくださいませ。 



図 1  コロナ規制 7/22-8/18（MOH） 

 


